
『
時
事
新
報
』

文
芸
欄
の
研
究
(
大
正
日
年
7
月
〈
)
ロ
月
)

|
|
付
・
「
文
芸
」
欄
目
録
ご
二

)11

池

内

輝

雄
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は
じ
め
に

「
持
事
新
報
」
は
福
沢
諭
吉
に
よ
っ
て
明
治
十
五
年
(
一
八
八
二
)
一
一
一
月
一
臼
に
創
刊
さ
れ
、
昭
和
十
一
年
(
一
九
三
六
)
十
二
月
二
十
五
日

付
け
を
も
っ
て
廃
刊
、
「
東
京
日
臼
新
開
」
に
合
併
さ
れ
た
日
刊
紙
(
大
正
七
年
六
月
一
日
か
ら
は
夕
刊
紙
も
発
行
)
で
あ
る
。
お
お
む
ね
経

済
・
政
治
面
に
そ
の
特
色
を
発
揮
し
た
が
文
芸
・
芸
術
面
に
も
多
く
の
紙
面
を
さ
き
、
評
論
・
小
説
・
随
筆
・
詩
・
戯
強
な
ど
を
掲
載
し
、
文

芸
史
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
そ
の
実
体
・
成
果
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
筆
者
は
基
礎
研
究

と
し
て
文
芸
関
係
の
「
毘
録
」
の
作
成
を
志
し
、
す
で
に
「
白
録
一
L

，

t-P

「
九
」
を
「
大
妻
国
文
」
(
第
十
一
号
r
、J
二
十
号
、
幼
・

3
1
m
・

3
、
た
だ
し
十
七
号
を
除
く
て
「
一

O
」
を
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
二
十
二
号
、
的
・

3
)
、
J

ご
を
つ
稿
本
近
代
文
学
」

(
第
日
集
、
川
出
・
日
)
に
掲
載
し
て
き
た
。

*
 

文
芸
・
思
潮
の
特
質
・
動
向
を
雑
誌
・
新
開
な
ど
の
特
定
の
メ
デ
ィ
ア
の
儲
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え

る
。
本
稿
の
意
図
も
究
極
的
に
は
そ
こ
に
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
「
時
事
新
報
」
大
正
十
周
年
(
一
九
二
五
)
後
半
期
(
七
月
一
白
'zee-)

十

二
月
三
十
一
日
)
と
い
う
短
期
間
に
限
定
し
、
文
芸
欄
を
中
心
に
概
観
す
る
に
と
ど
め
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
区
分
は
「
目
録
」
作
成
の
た
め

の
便
宜
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
特
質
・
動
向
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

っ
時
事
新
報
」
で
は
、
大
正
九
年
一
丹
か
ら
こ
の
年
九
月
ま
で
、
佐
佐
木
茂
索
が
文
芸
部
主
任
で
あ
っ
た
。
彼
は
入
社
以
前
、
久
米
正
雄
、
芥

川
龍
之
介
、
菊
池
寛
ら
と
親
交
が
あ
り
、
入
社
は
菊
池
の
世
話
に
よ
っ
た
。
彼
は
、
菊
池
の
創
刊
し
た
「
文
芸
春
秋
」
(
大
ロ
・

l
創
刊
)
、
川

端
康
成
、
横
光
利
一
ら
と
創
刊
し
た
「
文
芸
時
代
」
(
大
口
・

4
創
刊
)
の
同
人
と
し
て
自
ら
も
新
進
作
家
の
道
を
歩
み
な
が
ら
、
「
時
事
新

報
」
の
文
芸
関
係
(
文
芸
梯
以
外
も
含
む
)
で
は
多
く
の
刷
新
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
、
新
人
作
家
の
発
掘
に
力
を
入
れ
、
十
年
に
懸
賞
短
編

小
説
で
藤
村
千
代
(
宇
野
千
代
)
・
尾
崎
沼
作
(
尾
崎
士
郎
)
を
、
十
四
年
に
懸
賞
長
編
小
説
で
池
谷
信
三
郎
(
「
望
郷
」
)
を
世
に
送
り
出
し
、

l 
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東
大
在
学
中
の
川
端
康
成
に
文
芸
時
評
(
「
今
月
の
創
作
界
」
大
口
・

2
・
1
)
を
警
か
せ
て
川
端
に
時
評
家
と
し
て
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
。

ま
た
先
の
「
望
郷
」
の
連
載
で
は
挿
絵
に
村
山
知
義
を
起
用
し
(
の
ち
に
田
中
良
に
変
更
て
そ
の
構
成
派
風
の
前
衛
的
な
作
風
に
よ
っ
て
新

関
連
載
小
説
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
さ
せ
た
。
そ
の
他
、
「
文
芸
時
代
」
の
同
人
は
も
と
よ
り
、
自
身
と
大
橋
一
房
子
(
さ
さ
き
ふ
さ
)
と
の
結
婚

の
媒
酌
人
で
も
あ
っ
た
芥
川
龍
之
介
、
一
ニ
回
の
関
係
の
泉
鏡
花
や
佐
藤
春
夫
ら
の
中
堅
作
家
、
さ
ら
に
は
常
連
に
近
松
秋
江
、
醍
腕
津
和
部
ら
を

擁
し
、
充
実
し
た
執
筆
陣
と
内
容
と
を
誇
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
「
時
事
新
報
L

文
芸
欄
は
、
「
佐
佐
木
茂
索
時
代
」
と
い
っ
た
趣
さ
え
感

じ
ら
れ
る
。

十
四
年
後
半
期
で
は
、
ま
ず
中
村
還
一
の
「
科
那
の
生
命
感
L
(
6
・
初
、

7
・
1
、
3
、
5
、
7
、
8
0
5
団
連
載
。
た
だ
し

5
日
と

7

日
は
重
捜
掲
載
。
「
目
録
L

に
は
初
出
の

6
・
却
の
項
に
記
載
)
が
注
目
さ
れ
る
。
中
村
選
一
は
「
文
芸
時
代
」
に
、
「
思
想
の
彼
方
へ
i

新
文

芸
の
基
調
に
関
す
る
一
考
察
」
(
大
M
・
4
)
、
「
個
性
へ
の
帰
属
l

十
一
谷
氏
の
所
論
に
触
れ
つ
つ
」
(
大
M
・
5
)
、
「
新
感
覚
派
及
び
モ
オ
ラ

ン
の
ヱ
佼
ひ
ら
く
』
に
就
て
l

生
田
長
江
氏
に
与
ふ
」
(
大
H
・
6
)
を
表
し
た
新
進
の
批
評
家
で
あ
っ
た
。
「
利
那
の
生
命
感
」
は
内
容
的
に

は
「
思
想
の
彼
方
へ
」
と
一
部
重
な
る
が
、
「
生
命
感
の
よ
り
切
実
な
る
表
現
」
こ
そ
が
文
芸
の
本
質
と
し
、
「
思
想
の
彼
方
に
我
々
が
実
在
す

る
。
斜
那
か
ら
剥
那
へ
、
そ
れ
自
身
の
意
識
の
唯
一
と
し
て
実
在
す
る
。
我
々
は
、
斜
那
の
生
命
感
の
裡
に
我
々
自
身
を
仮
想
し
、
我
々
自
身

を
消
費
す
る
」
と
い
っ
た
表
現
を
獲
得
し
た
作
家
と
し
て
ポ

i
ル
・
モ
!
ラ
ン
の
名
を
あ
げ
る
。

モ
i
ラ
ン
吋
夜
ひ
ら
く
」
は
堀
口
大
学
訳
で
「
現
代
備
関
西
文
審
叢
書

[
5
]
」
の
一
冊
と
し
て
新
瀬
社
よ
り
前
年
の
大
正
十
三
年
七
月
十

五
日
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
「
文
芸
時
代
」
に
そ
の
名
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
割
合
遅
く
、
赤
木
健
介
「
新
象
徴
主
義
の
基
調
に
就
て
」
(
大

M
・
3
)
が
は
じ
め
て
で
、
最
も
本
格
的
に
論
じ
た
の
が
先
の
中
村
の
「
新
感
覚
派
及
び
モ
オ
ラ
ン
の
『
夜
ひ
ら
く
』
に
就
て
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
時
事
新
報
」
の
紙
面
で
こ
の
訳
書
に
つ
い
て
い
ち
早
く
言
及
し
た
の
は
佐
藤
春
夫
の
「
『
夜
ひ
ら
く
』
を
薦
む
」
(
大
正
日
・
叩
・

1
)

で
あ
っ
た
。
佐
藤
の
文
章
は
見
開
き
二
頁
掲
載
(
約
三
五

O
O字
)
で
、
作
品
の
梗
概
と
と
も
に
「
文
体
の
頗
る
新
し
い
」
こ
と
、
「
新
し
い

文
明
の
基
調
」
を
さ
ぐ
る
主
題
を
も
つ
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
武
川
重
太
郎
「
文
芸
と
近
代
生
活
」
(
大
日
・

3
・

泣
f
〕

4
・
3
)
、
酒
井
真
人
「
文
学

l
口
舌
気
」
(
大
M
・
4
・
5
、
8
)
な
ど
が
そ

l
ラ
ン
を
と
り
あ
げ
る
。
武
川
は
「
不
向
調
」
同
人
で
寸
文

芸
時
代
」
に
も
執
筆
、
酒
井
は
「
文
芸
時
代
」
の
同
人
で
あ
る
。
寸
時
事
新
報
」
文
芸
樹
で
は
、
主
に
「
文
芸
時
代
」
関
係
者
に
よ
っ
て
モ
!

ラ
ン
熱
と
い
っ
た
も
の
が
醸
成
さ
れ
る
。

一
方
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
系
の
林
政
雄
の
「
は
っ
き
り
し
な
い
文
学
季
節
に
対
す
る
一
批
評
L

(

8

・
口
、
日
、
日
)
、
「
種
蒔
く
人
L

を
経
て

「
文
芸
戦
線
」
の
、
玉
力
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
今
野
賢
三
の
「
文
芸
と
、
王
観
」

(
8
-
m
iお
)
な
ど
は
、
文
芸
の
「
内
容
」
に
重
点
を
置
こ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
林
は
、
現
在
の
文
学
が
「
指
標
も
、
動
向
も
、
決
定
も
、
表
現
も
有
た
な
い
」
「
過
渡
期
」
に
あ
る
と
断
じ
、
そ
の
原
因

2 
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に
、
一
は
既
成
文
学
が
「
転
換
期
」
を
迎
え
て
い
る
の
に
「
交
替
者
」
が
現
れ
な
い
こ
と
、
二
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
「
挑
戦
状
」
を
提
出

し
た
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
三
は
新
感
覚
派
の
文
学
が
「
無
内
容
と
無
表
現
」
で
あ
り
、
文
学
的
地
位
を
維
持
し
よ
ラ
と
し
て
作
家

が
「
技
巧
の
焦
慮
と
苦
心
と
悲
劇
に
と
ど
ま
っ
て
ゐ
る
」
こ
と
、
に
あ
る
と
指
摘
す
る
口
こ
こ
に
示
さ
れ
た
文
学
界
の
現
状
分
析
は
、
後
の
平

野
謙
の
コ
ニ
派
鼎
立
説
」
に
見
合
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
先
見
牲
が
注
呂
さ
れ
る
。
今
野
は
、
「
表
現
や
手
法
」
よ
り
も
勺
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
、

動
的
な
生
命
乃
至
主
張
が
、
必
然
に
一
つ
の
、
主
観
的
な
表
現
手
法
を
産
み
出
し
て
ゆ
く
」
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
こ
に
は
「
内
容
的
価
値
論

争
」
(
大
口
)
か
ら
「
目
的
意
識
論
争
L

(

大
M
j
)
に
い
た
る
一
連
の
論
争
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
。

ほ
か
に
、
中
村
武
羅
夫
「
公
器
と
私
器
の
問
題
i

菊
池
寛
に
与
ふ
」
(
叩

-
M
、
お
、
幻
、
お
)
は
、
「
新
潮
」
の
編
集
方
針
を
批
判
し
た
菊

池
寛
に
反
論
し
た
も
の
。
当
時
「
文
芸
春
秋
:
菊
池
寛
と
、
「
新
潮
」
・
中
村
武
羅
夫
と
の
対
立
は
、
そ
の
系
に
つ
な
が
る
「
文
芸
時
代
」
と

「
不
向
調
」
と
の
対
立
に
ま
で
及
ぶ
と
喧
伝
さ
れ
た
。
中
村
は
「
新
潮
」
が
「
一
党
一
派
L

に
偏
し
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
、
菊
池
を
駁
し

た
が
、
菊
池
は
応
ぜ
ず
、
論
争
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
延
長
と
し
て
井
汲
清
治
「
文
芸
新
主
義
の
興
亡
」
(
日
・
ロ
ー
は
)
、
上
司

小
剣
「
文
墳
の
党
派
的
傾
向
」
(
日
・
辺
、
お
)
、
徳
田
秋
声
「
党
派
の
力
と
個
人
の
力
」
(
ロ
・
口
、
日
)
他
の
論
を
派
生
さ
せ
た
。
井
汲
は

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
も
新
感
覚
派
も
寸
ス
ク
ー
ル
L

(

主
義
)
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
た
だ
勺
グ
ル
ー
プ
」
(
仲
間
)
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。
上
司
も
「
党
派
的
団
結
」
に
よ
っ
て
「
一
個
の
凡
才
を
天
才
に
化
す
る
」
と
邦
撒
し
、
暗
に
新
感
覚
派
そ
の
他
の
同
人
結
社
を
批

判
し
た
。
こ
れ
ら
の
言
説
を
裏
返
せ
ば
、
当
時
の
文
学
界
は
内
的
結
集
力
を
失
い
、
混
沌
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

倍
々
の
作
家
・
作
品
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
は
、
間
宮
茂
輔
が
「
文
芸
寸
一
一
一
一
口
」

(
7
・
叩
)
で
葛
西
善
蔵
の
「
家
庭
(
:
・
)
破
壊
」
の
消
患

を
伝
え
、
つ
づ
い
て
友
人
の
谷
崎
精
二
(
「
苦
悶
派
の
文
学
」

7
・
μ
i
m
)
が
、
世
田
谷
の
葛
西
宅
を
訪
れ
た
さ
い
の
葛
西
の
「
生
活
苦
の

傷
ま
し
き
坤
き
」
と
そ
こ
か
ら
働
き
出
す
「
創
作
力
」
の
関
係
を
好
意
的
に
描
き
出
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
新
開
の
役
割
は
世
間
が

関
心
を
寄
せ
る
出
来
事
を
い
ち
早
く
報
道
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
文
芸
欄
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
あ
と
川
崎
備
寛
「
批
評
と
感

想」

(
8
・
日

1
日
)
、
無
署
名
の
コ
ラ
ム
「
灰
皿
」
欄

(
m
-
M
)
、
読
者
の
投
書
「
唐
辛
」
欄

(u
・
9
)
で
も
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
新
聞
紙
上
の
一
一
一
一
口
説
と
葛
西
の
「
掻
く
も
の
」
「
椎
の
若
葉
L

の
作
品
内
容
と
が
相
乗
さ
れ
、
い
わ
ば
葛
西
神
話
が
作
ら
れ
て
い
く
。

そ
の
他
、
吉
江
喬
松
「
小
川
未
明
論
i

時
代
の
内
観
的
覚
醒
者
」
(
叩
・
お
)
、
関
口
次
郎
「
新
戯
曲
の
方
向
ム
岸
田
君
の
戯
曲
集
を
評
す
」

(日・

6
、
7
)
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
著
作
(
集
)
刊
行
の
た
め
の
文
章
で
、
行
き
届
い
た
理
解
を
示
す
も
の
の
、
宣
伝
臭
は
否
め
な
い
。

*
 

輝内池132 

月
評
類
で
は
、
七
月
は
神
崎
清
が
「
七
月
航
海
図
i

二
雑
誌
小
説
月
評
」

(
7
・
2
1
5
)
で
横
光
利
一
の
「
静
か
な
る
羅
列
」
を
と
り
あ

げ
、
「
最
も
野
心
的
な
作
品
」
、
「
小
説
的
手
法
と
し
て
(
:
・
)
人
間
の
集
団
を
マ
ツ
セ
と
し
て
取
扱
ひ
宇
宙
及
び
地
球
の
進
化
論
的
運
命
に
配

3 
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て
、
人
類
の
薬
味
時
代
よ
り
、
中
世
都
市
の
封
建
制
度
、
近
代
社
会
の
資
本
主
義
の
支
配
下
に
を
け
る
こ
個
の
勢
力
の
対
抗
の
歴
史
を
、

極
め
て
誇
張
し
た
筆
法
、
新
感
覚
派
の
本
領
を
発
揮
し
な
が
ら
大
童
で
書
き
上
げ
た
小
説
」
と
抱
握
し
、
そ
こ
に
「
明
ら
か
に
マ
ル
ク
ス
の
唯

物
史
観
が
多
重
に
導
入
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
指
摘
す
る
。
神
崎
も
当
時
「
辻
馬
車
」
に
属
し
、
「
文
芸
時
代
」
の
「
支
持
者
」
(
高
見
顕
『
昭
和
文

学
盛
衰
史
」
一
、
昭
お
・

3
、
文
芸
春
秋
新
社
)
で
あ
っ
た
新
進
の
批
評
家
で
、
後
に
「
大
学
左
派
」
を
結
成
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
横
光

利
一
を
先
導
者
と
呂
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
副
題
の
二
雑
誌
と
は
「
文
芸
春
秋
」
と
「
文
芸
時
代
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

も
佐
佐
木
茂
索
の
意
閣
が
介
在
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、
七
月
に
は
「
文
芸
春
秋
」
の
同
人
野
藤
龍
太
部
、
「
不
向
調
」
同
人
の
藤

森
淳
三
、
同
じ
く
で
不
向
調
」
に
属
し
て
新
感
覚
派
批
判
を
行
っ
た
堀
木
克
三
ら
が
批
評
に
筆
を
執
っ
た
が
、
克
る
べ
き
も
の
は
少
な
い
。

八
月
は
、
月
評
を
や
は
り
「
文
芸
時
代
」
の
常
連
執
筆
者
伊
藤
永
之
介
が
担
当
し
、
「
文
芸
春
秋
そ
の
他
」

(
8
・
3
1
6
)
と
題
し
て
「
文

芸
春
秋
」
「
改
造
」
「
文
芸
時
代
」
の
三
誌
に
限
定
し
て
掲
載
作
品
を
批
評
し
て
い
る
が
、
総
じ
て
印
象
批
評
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
「
山
離
」
同

人
の
木
村
庄
三
郎
が
「
八
月
の
作
品
に
就
い
て
」

(
8
・
7
1
9
)
を
表
し
、
伊
藤
が
一
蹴
し
た
川
端
康
成
「
十
七
歳
の
日
記
」
や
絹
野
菊
「
家
」

を
了
寧
に
論
じ
、
「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
描
写
の
い
〉
処
を
充
分
発
部
し
た
作
品
」
と
評
価
し
た
。
寸
家
」
は
縄
野
に
と
っ
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ

り
、
こ
の
批
評
は
幸
い
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

九
月
は
、
麗
津
和
郎
「
作
品
読
ん
だ
ま
〉
」

(
9
・
8'ea--'U)
、
堀
木
克
一
ニ
「
秋
季
創
作
大
観
」

(
9
・
9
1
日
)
ら
が
筆
を
執
っ
た
が
、
芥

川
龍
之
介
、
徳
田
秋
声
、
志
賀
直
哉
、
里
見
罪
、
正
宗
白
鳥
ら
既
成
作
家
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、
新
鮮
味
に
乏
し
い
。
十
月
は
、
溜
井
真
人

「
十
月
の
小
説
」

(m
・
1
、
7
)
、
古
賀
龍
視
勺
十
月
の
雑
誌
か
ら
」

(m
・
2
1
3
)
が
、
中
燦
百
合
子
の
「
崖
の
上
L

(

「
伸
子
」
)
を
と
り

あ
げ
、
「
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
」
い
る
「
力
作
」
と
し
て
認
め
な
が
ら
も
ぺ
「
気
盤
な
感
傷
家
」
(
酒
井
)
、
「
深
窓
に
育
つ
婦
人
が
一
本
気

に
生
真
面
目
な
苦
悶
を
重
ね
て
ゐ
る
」
(
古
賀
)
と
批
判
し
た
の
が
自
立
つ
。
だ
が
、
以
後
お
お
む
ね
月
評
は
低
調
に
終
始
し
た
。
佐
佐
木
茂

索
の
退
社
が
禍
し
た
ら
し
く
、
一
時
文
芸
捕
に
活
気
が
失
わ
れ
た
。

4 
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家
庭
・
婦
人
欄
に
は
、
「
某
知
名
批
評
家
L
A
B
C
の
「
婦
人
雑
誌
の
長
篇
小
説
」
と
題
す
る
批
評
文
が
七
月
二
十
三
日
よ
り
八
月
六
日
ま

で
九
回
断
続
掲
載
さ
れ
た
。
対
象
と
し
た
雑
誌
と
作
家
・
作
品
(
短
篇
も
含
む
)
は
、
「
婦
女
界
」
誌
の
菊
池
寛
「
受
難
華
¥
久
米
正
雄

「
天
と
地
と
」
、
小
栗
風
葉
「
緑
の
路
¥
「
婦
人
世
界
」
誌
の
手
塚
鶴
代
「
葡
萄
実
れ
ど
¥
「
婦
人
保
楽
部
」
誌
の
中
村
武
羅
夫
「
女
人

群
像
¥
佐
藤
紅
緑
「
幸
福
物
語
¥
葛
西
善
蔵
「
老
婆
¥
「
婦
人
の
国
」
誌
の
加
藤
武
雄
「
秋
タ
夢
」
、
鹿
津
和
郎
「
暢
気
な
叔
父
と
少
女

達
」
、
寸
主
婦
の
友
し
誌
の
加
藤
一
夫
「
生
に
寄
す
る
波
¥
三
上
紗
菟
吉
「
春
は
匙
れ
り
¥
白
井
喬
二
「
明
暗
の
峠
¥
加
藤
武
雄
勺
愛
の

道
」
、
田
山
花
袋
「
通
盛
の
妻
¥
「
婦
人
公
論
」
誌
の
徳
田
秋
声
「
恋
愛
放
浪
¥
「
女
性
」
誌
の
武
者
小
路
実
篤
「
彼
等
と
彼
女
達
¥
森



雄

田
草
平
「
輪
廻
」
な
ど
で
あ
る
。
右
の
雑
誌
の
う
ち
、
「
婦
女
界
」
と
「
婦
人
世
界
」
は
明
治
期
の
創
刊
だ
が
、
「
婦
人
公
論
」
(
大
5
・
1
創

刊
)
、
「
主
婦
の
友
」
(
大
6
・
3
同
)
、
「
婦
人
倶
楽
部
」
(
大
9
・

m向
)
、
「
婦
人
の
国
」
(
大
比
・

5
同
)
な
ど
は
大
正
期
に
現
れ
た
新
し
い

女
性
誌
で
あ
り
、
「
女
性
」
(
大
口
・

5
同
)
に
い
た
っ
て
は
文
芸
専
門
誌
の
観
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
「
所
謂
連
続
物
の
長
篇
小
説
L

(
大
日
・

7
・

n)
が
多
く
載
せ
ら
れ
た
事
実
は
、
そ
れ
だ
け
女
性
読
者
層
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
関
東
大

震
災
後
は
「
急
激
な
飛
躍
を
し
た
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
風
潮
」
(
高
須
芳
次
郎
『
明
治
大
正
昭
和
文
学
講
話
』
昭
8
・
9
、
新
潮
社
)
と
あ
い

ま
っ
て
文
芸
の
大
衆
化
現
象
が
顕
著
と
な
る
が
、
女
性
読
者
の
拡
大
が
そ
れ
に
与
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
解
説
・
批
評

の
類
が
い
わ
ゆ
る
文
芸
欄
か
ら
飛
び
出
し
、
家
庭
・
婦
人
樹
に
進
出
し
た
こ
と
も
、
そ
の
現
象
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

*
 

そ
の
他
の
い
く
つ
か
を
特
記
し
て
お
く
。

「
夕
刊
一
席
話
し

(
7
e
m
夕
刊
)
に
は
、
「
鏡
花
全
集
校
正
」
に
忙
殺
さ
れ
る
泉
鏡
花
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
記
事
が
写
真
入
り
で
載
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
春
陽
堂
版
の
『
鏡
花
全
集
』
の
裏
話
で
あ
る
が
、
管
見
で
は
こ
れ
ま
で
鏡
花
関
係
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
鏡
花

は
「
は
じ
め
、
五
十
一
字
十
五
行
の
八
百
五
十
頁
と
い
ふ
予
定
だ
っ
た
の
が
、
印
刷
し
て
見
た
ら
、
ど
う
し
て
/
¥
ず
っ
と
殖
え
ち
ゃ
っ
て
ね

千
五
百
頁
な
け
り
ゃ
入
ら
ね
え
ん
だ
。
(
・
:
)
仕
方
が
な
い
か
ら
組
を
詰
め
て
五
十
六
字
十
九
行
と
い
ふ
こ
と
に
し
て
や
っ
と
刷
っ
た
ん
で
す

が
ね
、
こ
い
つ
は
そ
の
筈
さ
、
私
の
原
稿
は
句
読
点
を
一
字
に
数
へ
て
な
い
ん
だ
か
ら
・
:
」
「
(
句
読
点
は
)
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
す
ね
。
文
選
ぢ

や
厄
介
だ
と
見
え
て
、
あ
ん
な
大
事
な
も
の
を
出
鱈
目
に
取
扱
ふ
ん
だ
か
ら
あ
き
れ
ま
す
よ
。
一
た
い
に
句
読
点
を
勝
手
に
減
ら
す
ゃ
う
で
す

ね
。
こ
れ
に
は
一
番
泣
か
さ
れ
ま
す
よ
」
と
語
り
、
用
語
の
面
で
も
「
紋
着
」
「
並
木
」
を
「
本
屋
の
校
正
」
が
「
紋
前
」
「
並
木
」
に
直
し
て

し
ま
う
こ
と
の
不
満
を
打
ち
明
け
て
い
る
。
『
鏡
花
全
集
』
の
成
立
を
見
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
泉
鏡
花
が
ラ
ジ
オ
放
送
に
出
演
し
た
さ
い
の
失
敗
談
を
語
っ
た
「
鏡
花
先
生
ラ
ジ
オ
を
語
る
」
(
ロ
・
ロ
)
も
鏡
花
関
係
資
料
と

し
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
掲
「
稿
本
近
代
文
学
」
第
四
集
で
紹
介
し
た
。

芥
川
龍
之
介
「
好
き
な
果
物
の
話
」

(
8
・
1
1
2
)
も
、
全
集
・
作
品
年
譜
類
か
ら
落
と
さ
れ
て
い
る
逸
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

す
で
に
「
稿
本
近
代
文
学
」
第
四
集
で
紹
介
し
た
。

水
木
京
太
「
放
送
麟
を
聴
く
」

(
8
・
1
f〕
3
)
は
七
月
二
十
八
日
放
送
の
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
、
長
田
幹
彦
作
の
「
悲
し
き
遍
路
」
を
批
評

し
た
も
の
。
場
面
を
説
明
す
る
た
め
に
映
画
の
弁
士
の
よ
う
な
「
口
上
役
」
を
使
っ
た
こ
と
、
音
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
化
を
怠
っ
た
こ
と
な
ど
を

「
失
敗
」
と
し
て
批
判
、
作
品
が
ラ
ジ
オ
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
変
換
さ
れ
た
さ
い
の
問
題
を
鋭
く
つ
い
て
い
る
。
ま
た
長
田
幹
彦
「
放

送
局
」

(M-M'ze--お
)
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
放
送
局
の
内
幕
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
に
描
い
て
み
せ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

5 
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例

上
か
ら
瀬
に
、
自
付
(
最
上
段
の
数
字
)
、
題
名
、
著
者
名
、
〔

「
文
芸
」
機
以
外
の
記
載
は
、
日
付
下
に
次
の
記
号
を
付
す
0

0
・
・
・
・
・
・
・
・
・
朝
刊
紙
の
別
紙
富

O
i
-
-
:
:
夕
刊
紙
の
別
紙
面
(
日
付
は
題
字
下
に
よ
る
)

※
・
:
:
:
:
っ
時
事
漫
画
」
(
北
沢
楽
天
編
集
、
毎
週
日
曜
自
)

〕
内
注
記
を
表
す
。

大
正
日
年
7
丹

2

七
月
航
海
図
l

二
雑
誌
小
説
月
評
神
崎
清
[
以
下
5
日
ま
で
。
評
論
。
吉
田
弦
二
郎
「
お
因
子
を
持
つ
役
」
、
横
光
利
一

る
羅
列
」
、
一
ニ
宅
幾
三
郎
「
流
木
」
、
佐
々
木
味
津
三
「
下
駄
の
写
真
ヘ
菅
忠
雄
「
初
夏
郊
鐙
」
、
加
宮
貴
一
「
乾
盃
」
、

麿
「
二
代
自
の
接
吻
L

〕

8

演
劇
偶
評
問
栄
一
部
〔
以
下
日
目
。
評
論
〕

9

文
芸
寸
一
一
一
日
野
武
士
の
弁
間
宮
生
[
短
評
論
]

O
駄
弁
家
佐
々
木
邦
〔
以
下
幻
自
ま
で
。
小
説
]

日
七
月
小
説
九
篇
評
替
藤
龍
太
郎
(
以
下
日
日
ま
で
。
語
論
。
谷
崎
潤
一
郎
「
赤
い
屋
根
」
、
犬
養
鍵
「
兼
介
と
そ
の
通
信
」
、
近
松
秋

江
「
あ
る
夜
の
出
来
事
」
、
室
生
犀
星
「
暮
笛
庵
の
売
立
」
、
藤
沢
清
造
「
女
地
獄
¥
佐
佐
木
茂
索
「
傷
つ
く
顕
額
L

、
諏
訪
三
郎
「
二

十
歳
前
後
の
職
人
」
、
豊
嶋
輿
志
雄
「
或
る
素
描
L

、
里
見
葬
「
緑
談
饗
」
〕

。
『
桐
一
葉
」
も
出
て
ラ
ジ
オ
本
放
送
。
十
二
日
か
ら
愈
々
始
ま
る
〔
記
事
〕

日
文
芸
寸
言
蛙
声
喧
し
茂
輔
[
短
評
論
〕

ロ
梧
談
開
栄
一
郎
[
以
下
日
目
。
随
筆
。
室
生
犀
星
〕

自
分
と
遊
戯
康
津
和
部
(
以
下

M
l
m
日
。
随
筆
〕

「
静
か
な

伊
藤
貴



雄

。
演
劇
異
風
印
象
記
四
谷
埋
談
三
上
妙
菟
吉
(
以
下
山
目
。
麟
評
〕

同
二
三
の
作
家
に
就
い
て
藤
森
淳
三
(
以
下
回
日
ま
で
。
評
論
。
里
見
葬
「
緑
談
饗
」
、
犬
養
健
「
兼
介
と
そ
の
通
信
¥
室
生
犀
星

笛
患
の
売
立
」
「
あ
ら
磯
」
]

鶏
肋
反
動
派
〔
短
評
論
。
無
署
名
〕

不
如
丘
氏
よ
り
(
短
信
。
俳
句
一
句
]

日
O
幻
の
町
の
ら
く
が
き
秋
庭
俊
彦
[
以
下
お
日
ま
で
。
童
話
〕

日
既
成
文
壇
観
に
就
て
堀
木
克
一
二
〔
以
下
お
日
ま
で
。
評
論
]

読
書
顧
問
i

『
伸
び
支
度
』
倉
橋
惣
三
[
書
評
〕

文
芸
寸
言
葛
西
氏
の
噌
関
宮
茂
輔
[
短
評
論
〕

幻
文
芸
寸
一
一
一
一
同
文
壇
階
級
意
識
茂
輔
[
短
評
論
〕

n
o田
園
都
市
生
田
葵
[
以
下
2
日
ま
で
。
小
説
〕

n
o婦
人
雑
誌
の
長
篇
小
説

A

B

C

[
以
下

μ
、

m
i初、

8
月
l
、
4
1
6
日
。
評
論
。
菊
池
寛
「
受
難
華
」
、
久
米
正
雄
「
天
と
地

と
」
、
小
粟
風
葉
「
緑
の
路
」
、
手
塚
鶴
代
「
葡
萄
実
れ
ど
」
、
中
村
武
羅
夫
「
女
人
群
像
」
、
佐
藤
紅
緑
「
幸
揺
物
語
」
、
葛
西
善
蔵
「
老

婆
」
、
加
藤
武
雄
「
秋
タ
夢
」
、
震
津
和
郎
「
暢
気
な
叔
父
と
少
女
達
」
、
加
藤
一
夫
「
生
に
寄
す
る
波
」
、
三
上
珍
菟
吉
っ
春
は
匙
れ
り
」
、

加
藤
武
雄
「
愛
の
道
」
、
田
山
花
袋
「
通
盛
の
妻
」
、
徳
田
秋
声
「
恋
愛
放
浪
ヘ
武
者
小
路
実
篤
「
彼
等
と
彼
女
等
」
、
森
田
草
平
「
輪

廻
L

夏
居
輿
太
山
崎
長
太
郎
〔
以
下
初
日
ま
で
。
短
評
論
]

M

苦
情
派
の
文
学
谷
崎
精
二
[
以
下
初
日
ま
で
。
評
論
。
葛
西
善
蔵
〕

%
。
『
仮
名
』
研
究
に
生
涯
を
捧
げ
る
篤
学
の
七
十
五
翁
i

き
の
ふ
文
学
博
士
を
授
け
ら
れ
た
『
周
代
古
音
考
』
の
・
:
大
矢
透
さ
ん
(
記
事
〕

お
プ
ロ
ム
ナ
ア
ド
街
頭
の
文
芸
井
汲
清
治
[
以
下

m
E
寸
人
間
の
生
活
」
、
初
日
ョ
真
』
の
追
求
¥

8
月
2
日
「
大
衆
の
文
芸
」

評
論
〕

涼
宵
低
語
宮
地
嘉
六
[
以
下
8
月
2
E
ま
で
。
随
筆
〕

文
芸
寸
一
一
一
一
口
噂
の
忌
避
宮
城
々
輝
[
短
評
論
]

。
力
の
強
い
話
多
田
不
ニ
〔
以
下
7
日
ま
で
。
童
話
〕

O
石
島
氏
の
主
義
を
慕
ひ
浅
間
の
噴
火
口
へ
[
記
事
〕

7 
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31 30 29 

文
芸
寸
言
潮
流
間
宮
生
[
短
評
論
〕

文
芸
守
一
一
一
一
向
同
人
雑
誌
堀
木
克
一
ニ
[
短
評
論
〕

読
饗
顧
問
善
の
研
究
沼
田
藤
次
〔
響
評
)

文
芸
寸
言
通
俗
小
説
堀
木
克
三
[
短
評
論
〕

。
鏡
花
全
集
校
正
j
番
町
で
大
汗
の
泉
さ
ん
l

勝
手
に
減
ら
さ
れ
る
句
読
点

(
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
]

8 

F時事新幸弘文芸欄の研究

大
正
同
年

8
R

l

放
送
劇
を
聴
く
水
木
京
太
{
以
下
3
日
ま
で
。
評
論
〕

文
芸
寸
一
一
一
一
口
白
鳥
老
檎
堀
木
克
三
[
短
評
論
〕

。
果
物
の
食
べ
方
好
き
な
果
物
の
話
芥
川
龍
之
介
[
以
下
2
日
。
槌
筆
〕

O
黄
門
微
行
録
松
林
伯
知
講
演
〔
以
下
9
月
ロ
臼
ま
で
四
一
三
国
連
載
。
講
談
〕

2

軽
い
話
l
驚
の
玩
呉
麗
津
和
郎
(
以
下
訪
日
ま
で
。
随
筆
]

3

文
芸
春
秋
そ
の
他
伊
藤
永
之
介
(
以
下
6
B
ま
で
。
評
論
。
室
生
犀
星
「
鴫
の
足
ヘ
網
野
菊
「
家
」
、
川
端
康
成
「
十
七
歳
の
臼

一
記
」
、
縮
図
源
吉
「
素
朴
な
犯
人
¥
佐
佐
木
茂
索

J
打
そ
び
れ
¥
片
岡
銭
兵
「
雲
と
ゴ
ル
フ
の
球
」
、
横
光
利
一
「
街
の
底
」
、
佐
々

木
味
津
一
一
一
」
口
小
太
郎
の
場
合
」
、
諏
訪
三
郎
「
陽
一
郎
の
家
」
、
加
宮
貴
一
「
兄
を
発
見
し
た
弟
¥
鈴
木
彦
次
郎
「
悲
し
き
玩
異
」
、

伊
藤
貴
麿
「
焚
付
」
、
川
端
康
成
「
青
い
海
黒
い
海
ヘ
正
宗
白
鳥
円
雲
の
彼
方
へ
」
、
前
田
河
庇
周
一
郎
「
手
」
、
宇
野
千
代
二
年

O
妙
な
巡
査
正
木
不
如
丘
〔
以
下
連
載
。
小
説
]

4

楽

壇

一

鞭

黒

頭

巾

(

以

下

5
、
6
、
ロ
、
問
、
口
日
0

・
評
論
〕

文
芸
寸
言
推
薦
作
堀
木
克
一
ニ
(
短
評
論
〕

5

未
明
氏
と
新
井
紀
一
(
以
下
8
司
ま
で
。
随
筆
〕

文
芸
寸
一
一
一
一
向
原
稿
料
の
こ
と
川
崎
生
(
短
評
論
〕

6

文
芸
す
一
一
一
口
小
さ
ん
と
文
楽
茂
輔
(
短
評
論
〕

。
お
月
様
と
赤
い
鮒
の
話
清
藤
森
夫
[
以
下
日
日
ま
で
。
童
話
]

八
月
の
作
品
に
就
い
て
木
村
圧
三
郎
(
以
下
9
日
ま
で
。
日
日
に
3
回
分
と
重
複
。
評
論
。
川
端
康
成
「
十
七
歳
の
日
記
L

「
青
い

7 



雄

海
黒
い
海
」
、
網
野
菊
「
家
」
、
葛
西
善
蔵
「
弱
者
」
、
水
上
瀧
太
郎
「
素
人
小
説
家
の
経
験
」
、
鈴
木
彦
次
郎
「
悲
し
き
玩
具
」
]

文
芸
寸
言
コ
ン
ト
茂
輔
[
短
評
論
〕

。
ス
ク
リ

i
ン
に
咲
く
花
l

岡
田
嘉
子
さ
ん
[
記
事
〕

日
美
し
い
人
形
を
造
る
と
無
心
の
先
生
達
!
山
本
鼎
氏
等
の
手
工
講
習
(
記
事
]

哲
学
者
の
並
木
道
村
松
正
俊
[
以
下
日
、

M
B。
評
論
]

ロ
は
っ
き
り
し
な
い
文
学
季
節
に
対
す
る
一
批
評
林
政
雄
(
以
下
口
、
訪
日
。
評
論
〕

日
目
暑
中
の
作
品
若
干
小
松
原
儒
〔
以
下
回
目
ま
で
。
評
論
。
鹿
津
和
部
「
狗
が
疲
れ
て
ゐ
る
」
、
宇
野
千
代
二
年
間
L

、
宮
地
嘉
六

「
結
婚
難
¥
尾
崎
士
郎
「
窓
に
う
つ
る
風
景
¥
伊
藤
永
之
介
「
み
な
げ
¥
金
子
洋
文
「
泥
酔
」
、
網
野
菊
勺
家
¥
さ
さ
き
ふ
さ

「
着
眼
の
仕
儀
¥
佐
佐
木
茂
索
「
行
そ
び
れ
」
、
片
岡
織
兵
「
雲
と
ゴ
ル
フ
」
、
南
幸
夫
「
夏
の
夜
の
話
」
、
横
光
利
一
「
街
の

底
」
、
伊
藤
貴
麿
「
焚
付
L

、
中
河
興
一
「
愉
快
な
発
見
¥
鈴
木
彦
次
郎
「
悲
し
き
玩
具
¥
佐
々
木
味
津
三
「
京
太
郎
の
場
合
¥

川
端
康
成
「
青
い
海
黒
い
海
」
、
細
田
源
吉
「
模
倣
し
な
い
運
命
」
、
下
村
千
秋
「
湖
畔
」
、
犬
回
卯
「
百
姓
嫌
悪
¥
和
田
博
「
少

年

L

文
芸
寸
言
練
習
粘
堀
木
克
三
(
短
評
論
〕

O
三
度
目
ト
ル
コ
ク
ユ
、
イ
ル
ジ
ム
大
久
保
幸
次
訳
〔
以
下

η
日
ま
で
。
小
説
〕

目
。
黄
金
の
釣
瓶
藤
森
淳
一
ニ
[
以
下
幻
自
ま
で
。
童
話
〕

日
批
評
と
感
想
川
崎
儲
寛
[
以
下
四
日
ま
で
。
評
論
。
加
宮
貴
一
、
鹿
津
和
郎
「
狗
が
疲
れ
て
ゐ
る
」
、
葛
西
善
蔵
]

同
性
格
表
現
石
演
金
作
[
評
論
〕

。
演
劇
漫
談
塚
本
靖
(
以
下
幻
自
。
随
筆
〕

O
赤
文
字
の
日
小
嶋
政
二
郎
(
以
下
幻
自
ま
で
。
随
筆
〕

初
文
芸
と
主
観
今
野
賢
一
ニ
(
以
下
幻
自
ま
で
。
評
論
〕

小
田
原
雑
記
柴
山
武
矩
(
以
下
幻
自
。
随
筆
〕

読
書
顧
問
平
田
禿
木
氏
の
訳
l

カ
ッ
パ

1
ブ
イ
ル
ド
戸
川
秋
骨
[
以
下
幻
自
。
書
評
]

。
或
る
自
の
感
想
日
本
の
婦
人
は
杓
子
定
規
に
因
は
れ
過
ぎ
ま
す
厨
川
蝶
子
(
以
下
辺
日
ま
で
。
評
論
]

辺
文
芸
寸
一
一
一
一
口
生
活
期
川
崎
備
寛
(
短
評
論
〕

お
深
刻
な
る
小
説
加
宮
費
一
(
以
下
幻
日
ま
で
。
評
論
]

9 

9 
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文
芸
寸
一
一
一
口
女
流
作
家
礼
賛
川
崎
備
寛
(
短
評
論
〕

朝
涼
角
田
健
太
郎
(
以
下
部
臼
ま
で
。
随
筆
〕

文
芸
寸
一
一
一
一
口
コ
ン
ト
の
定
義
川
崎
備
寛
[
短
評
論
〕

文
芸
寸
…
一
訪
問
新
潮
の
『
一
問
一
答
録
』
朝
野
淳
〔
短
評
論
]

文
芸
痴
論
間
宮
茂
輔
[
以
下
却
、
初
、

8
月
3
1
6
目
。
評
論
〕

文
芸
寸
一
一
一
同
ウ
ヰ
ス
キ
!
と
作
品
朝
野
淳
〔
短
評
論
〕

。
狸
の
象
と
狐
の
獅
子
大
田
黒
克
彦
(
以
下
連
載
童
話
〕

却
作
と
人
と
藤
森
淳
一
ニ
[
以
下
初
、

8
月
3
日
。
評
論
]

文
芸
す
一
言
マ
ヤ
夫
人
朝
野
淳
(
短
評
論
]

O
夫
婦
喧
嘩

A

B

C

(
以
下
9
月
9
日
ま
で
。
小
説
]

却
文
芸
寸
言
加
宮
貫
一
氏
に
川
崎
備
覧
[
短
評
論
〕

※
童
話
空
鐘
先
生
河
東
生
(
童
話
]

※
微
笑
詩
桜
郎
一
一
編
〕

10 
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『時事新報』文芸欄の研究

大
正
同
年
9
月

4
0
四
郎
と
玉
手
箱
野
村
吉
哉
〔
以
下
日
日
ま
で
。
童
話
〕

希
望
二
三
藤
沢
清
造
[
以
下

6
5
ま
で
。
評
論
〕

二
科
偶
感
黒
田
重
太
郎
(
以
下
9
日
ま
で
。
評
論
〕

文
芸
寸
言
馬
と
拍
車
橋
爪
健
(
短
評
論
〕

6

佐
渡
ヴ
イ
ジ
プ
ル
小
嶋
政
二
郎
[
以
下

8
1山
田
。
槌
筆
〕

O
上
乗
の
左
団
次
l

オ
セ
ロ
B
O
B
o
-
-

劇
を
見
て
池
田
大
伍
(
評
論
〕

※
童
話
子
供
と
電
車
と
お
婆
さ
ん
清
藤
森
夫
[
童
話
〕

※
微
笑
詩
桜
部
[
詩
三
編
〕

作
品
読
ん
だ
ま
〉
康
津
和
郎
〔
以
下
山
、
日
目
。
評
論
。
中
湾
興
一
「
地
獄
¥
武
林
無
想
庵
♂
O
O
D

の
嘆
き
」
、
芥
川
龍
之
介
「
海

の
ほ
と
り
へ
徳
田
秋
声
「
髪
」
「
幼
児
」
]

8 



秋
季
創
作
大
観
堀
木
克
一
ニ
[
以
下
日
日
ま
で
。
評
論
。
志
賀
誼
哉
っ
理
事
¥
里
見
葬
「
蚊
¥
正
宗
白
鳥
「
昔
の
西
片
町
の
人
々
」
、

近
松
秋
江
「
銀
河
を
仰
い
で
」
、
中
河
興
一
「
地
獄
」
、
宇
野
浩
二
「
十
軒
路
地
」
〕

日
文
芸
寸
言
犠
牲
球
橋
爪
健
(
短
評
論
〕

O
虎
疫
来
る
正
木
不
如
丘
(
以
下
山
月
ロ
日
ま
で
。
随
筆
〕

日
文
芸
子
録
十
一
谷
義
三
郎
(
以
下
ロ
日
。
評
論
〕

。
ホ
テ
ル
の
一
夜
l

継
子
に
な
っ
た
入
道
雲
の
子
供
の
話
相
馬
泰
三
(
以
下
お
日
ま
で
。
童
話
〕

立
読
書
顧
問
著
者
自
薦
法
域
を
護
る
人
々
松
岡
譲
(
書
評
〕

日
楽
壇
閑
話
黒
頭
巾
(
評
論
]

。
作
者
か
ら
見
た
『
飢
渇
』
の
出
来
栄
え
長
田
秀
雄
[
評
論
〕

日
院
展
の
彫
刻
を
見
て
藤
井
浩
祐
(
以
下
回

1
目
、
初
、
刀
目
。
評
論
〕

日
個
人
的
背
景
谷
崎
精
二
[
以
下
回
目
ま
で
。
随
筆
]

げ

O
ロ
ー
ラ
ン
氏
に
見
込
ま
れ
て
世
界
文
壇
の
お
歴
々
と
列
ぶ
日
本
一
の
女
性
l
吉
村
せ
い
子
さ
ん
〔
記
事
]

同
文
芸
寸
ヰ
一
一
口
批
評
と
学
識
川
崎
備
寛
[
短
評
論
]

川
口
院
展
漫
評
デ
ル
ス
ニ
ス
〔
以
下
幻
自
。
評
論
〕

二
科
会
は
解
散
か
昨
日
マ
ヴ
オ
の
一
派
会
場
に
乱
入
(
記
事
〕

ペ
ン
と
鉛
筈

T
二
科
会
素
通
り
麗
津
和
郎
〔
以
下
初
、

μ
、
お
日
。
笠
珊
〕

創
作
数
種
土
屋
長
村
〔
以
下
お
日
。
評
論
。
康
津
和
郎
「
抗
議
常
習
者
」
、
富
木
田
虎
雄
「
雨
」
、
北
尾
亀
男
「
女
よ
、
気
を
付
け

ろ
!
」
、
稲
垣
足
穂
「
武
石
浩
被
氏
と
私
」
、
藤
沢
清
造
「
母
を
殺
す
」
、
中
河
興
一
「
黒
い
影
」
、
松
井
締
子

J
清
酒
一
樽
」
、
安
中
健

次
郎
「
赤
い
ピ
ワ
オ
ツ
ド
」
]

※
童
話
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
顔
芝
佳
吉
〔
童
話
〕

※
玩
具
箱
桜
郎
(
詩
]

m
O赤
い
風
船
玉
角
田
健
太
郎
(
以
下
山
月
1
自
ま
で
。
童
話
]

文
壇
的
正
論
橋
爪
健
〔
以
下
幻
日
。
評
論
。
「
不
向
調
」
、
新
感
覚
派
〕

文
芸
寸
言
文
学
青
年
茂
輔
(
短
評
論
〕

コ
ニ
月
以
川
二
日
』
の
演
出
に
就
い
て
池
谷
信
三
郎

9 
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〔
以
下
却
日
。
評
論
]



大
正
刊
年
刊
月

l

十

月

の

小

説

酒

井

真

人

[

以

下

7
日
。
評
論
。
中
候
百
合
子
「
崖
の
上
」
、
佐
佐
木
茂
索
「
所
謂
生
き
死
に
ヘ
今
東
光
「
青
い

荊
冠
」
、
悶
田
三
郎
「
茂
次
郎
の
話
」
、
菅
志
雄
寸
小
山
田
夫
婦
の
焦
眉
」
、
新
居
格
「
烏
」
〕

2
十
月
の
雑
誌
か
ら
古
賀
龍
視
[
以
下
3
日
。
評
論
。
中
篠
百
合
子
「
崖
の
上
」
、
正
宗
白
鳥
「
水
不
足
」
、
佐
佐
木
茂
索
「
所
謂
生
き

死
に
」
、
近
松
秋
江
「
奇
縁
」
、
佐
藤
春
夫
「
こ
の
三
つ
の
も
の
」
〕

尾
崎
士
郎
君
に
橋
爪
健
(
短
評
論
。
「
橋
爪
健
君
に
」
〕

。
孔
雀
と
黒
ん
坊
の
話
照
宮
茂
輔
(
以
下
日
日
ま
で
。
童
話
〕

3

文
芸
批
評
の
転
換
期
吉
江
喬
松
〔
評
論
]

ジ
ユ
ネ
ヴ
に
て
深
尾
須
磨
子
[
槌
筆
〕

4

外
霞
人
の
心
持
で
生
き
る
l

わ
が
文
壇
へ
の
感
想
野
口
米
次
郎
(
評
論
〕

読
ん
だ
も
の
か
ら
谷
崎
精
二
〔
以
下
6
、
7
日
。
評
論
。
豊
嶋
輿
志
雄
っ
古
井
戸
」
、
宇
野
千
代
「
往
来
」

説
私
見
」
〕

O
映
画
の
紙
上
封
切
夜
ひ
ら
く
ポ
ー
ル
・
モ
オ
ラ
ン
の
小
説
の
映
画
化

※
童
話
正
雄
さ
ん
の
夢
前
田
哲
人
[
童
話
〕

※
微
笑
詩
桜
郎
(
詩
二
編
]

6
0女
中
マ
リ
ヤ
に
扮
し
て
映
画
に
出
る
藤
津
和
郎
氏
夫
人
[
記
事
〕

現
在
の
ロ
シ
ヤ
劇
団
片
上
伸
〔
談
話
]

読
者
顧
問
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
麓
谷
産
村
(
書
評
〕

新
進
作
家
の
文
壇
観
i

デ
イ
ア
ポ
ロ
・
ク
ラ
シ

i

今
東
光

芸
術
批
評
の
基
準
村
松
正
俊
〔
評
論
〕

123 

30 29 

素
人
の
感
想
南
部
修
太
郎
[
以
下
初
、
日
月
1
、
2
日
。
評
論
。
昔
楽
〕

一
雷
、
後
人
に
贈
る
横
山
大
観
(
以
下
山
月
1
日
。
評
論
。
美
術
〕

橋
爪
健
君
に
尾
崎
士
郎
〔
短
評
論
。
橋
爪
健
「
文
壇
的
正
論
L

〕

露
国
文
墳
の
現
状
を
語
る
片
上
氏
〔
記
事
。
片
上
伸
〕

f時事新報』文芸械の研究

記
事

8 

[
評
論
〕

12 

、
宇
野
浩
二
「
私
小



9 

新
井
紀

〔
評
論
〕

雄

新
進
作
家
の
文
壇
観
l
文
壇
芸
術
の
滅
亡

一
一
一
一
口
語
感
に
就
て
村
松
正
俊
〔
評
論
]

唐
か
ら
し
[
投
書
。
「
不
向
調
L

新
進
作
家
の
文
壇
観
l

類
廃
の
中
か
ら
求
め
る
今
野
賢
一
ニ
[
評
論
]

新
進
作
家
の
内
容
|
十
月
の
創
作
か
ら
古
賀
龍
視
〔
以
下
日
日
。
評
論
。
今
東
光
「
凋
み
ゆ
く
飴
L

「
青
い
荊
冠
」
、
牧
野
信
一

「
極
夜
の
記
」
「
秋
晴
れ
の
日
」
、
加
宮
貴
一
「
沼
L

J
仰
の
指
¥
木
蘇
毅
「
青
年
」
、
十
一
谷
義
三
郎
「
風
騒
ぐ
」
「
白
樺
に
な
る

男」〕

秋
宵
雑
文
菊
池
寛
[
以
下
日
日
。
随
筆
〕

新
進
作
家
の
文
壇
観
|
余
り
に
狭
小
で
あ
る
加
宮
貴
一
[
評
論
〕

新
進
作
家
の
文
壇
観
1

竹
林
問
答
尾
崎
士
郎
[
評
論
〕

蔚
か
ら
し
ム
ロ
マ
[
投
書
。
松
居
松
翁
〕

新
進
作
家
の
文
壇
観
l

偶
然
言
佐
佐
木
茂
索
(
評
論
]

灰
皿
〔
記
事
。
片
上
伸
]

唐
か
ら
し
×
×
×
(
投
書
。
藤
森
淳
一
二
〕

O
放
送
局
長
田
幹
彦
(
以
下
山
月
お
臼
ま
で
。
随
筆
]

日
新
進
作
家
の
文
壇
観
!
作
家
過
剰
佐
々
木
味
津
三
(
評
論
]

麗
か
ら
し
(
投
書
〕

O
木
こ
り
の
ゼ
ル
ピ
ン
小
嶋
政
ニ
郎
[
以
下
部
日
ま
で
。
童
話
]

日
新
進
作
家
の
文
壇
観
↓
語
ら
し
い
進
歩
だ
!
一
戸
川
貞
雄
[
評
論
〕

灰
皿
〔
記
事
。
葛
西
善
蔵
〕

清
か
ら
し
[
投
書
。
コ
ン
ト
に
つ
い
て
]

新
進
作
家
の
文
壇
観
i
聡
明
な
る
読
書
階
級
現
れ
よ
伊
藤
貴
麿

吋
望
郷
』
小
話
池
谷
信
三
郎
[
以
下
初
日
。
自
作
解
説
〕

灰
毘
〔
記
事
。
倉
田
百
一
ニ
〕

新
進
作
家
の
文
壇
観
l

僕
の
立
場
か
ら

13 
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輝

14 

内池

17 

(
評
論
〕

122 

18 

稲
沼
一
足
穂

〔
評
論
〕



奥
む
め
お

清
藤
森
夫

(
書
評
〕

[
童
話
〕

121 

読
醤
顧
問
吋
女
工
哀
史
』

※
童
話
玩
具
を
く
れ
た
乞
食

※
微
笑
詩
桜
郎
(
詩
ニ
編
〕

部
新
進
作
家
の
文
壇
観
i

年
齢
戦
と
新
リ
ア
リ
ズ
ム
横
光
利
一
[
評
論
〕

幻
新
進
作
家
の
文
壇
観
l
生
活
意
志
が
な
い
金
子
洋
文
[
評
論
〕

灰
血
(
記
事
。
内
田
魯
庵
の
墓
所
〕

辺
文
壇
の
圏
外
か
ら
小
山
内
議
(
評
論
〕

洋
画
の
入
札
石
井
柏
亭
[
随
筆
〕

お
小
川
未
明
論

l
(時
代
の
内
観
的
覚
醒
者
)
吉
江
喬
松
〔
評
論
〕

最
近
の
ハ
ア
デ
イ
l

八
十
六
歳
の
詩
人

D

〔
記
事
〕

μ
公
器
と
私
器
の
問
題

i
菊
池
寛
氏
に
与
ふ
中
村
武
羅
夫
[
以
下
缶
、
幻
、

唐
辛
〔
投
書
。
宇
野
浩
二
]

灰
皿
[
記
事
。
弓
削
田
精
ニ

。
菊
五
郎
一
座
の
ヱ
苧
主
』
久
保
田
高
太
郎
〔
以
下
部
呂
。
評
論
。
演
劇
〕

お
唐
辛
(
投
書
。
一
ニ
上
砂
菟
吉
〕

n
o中
央
公
論
の
瀧
田
氏
死
す
〔
記
事
〕

プ
レ

i
デ
ア
リ
ズ
ム
小
嶋
政
二
郎
[
以
下
初
日
ま
で
。
槌
筆
。
永
井
荷
風
]

唐
辛
[
投
書
。
「
新
進
作
家
の
文
壇
観
L

m
O正
藍
若
者
酒
井
朝
彦
[
以
下
日
月
日
日
ま
で
。
童
話
〕

十
二
人
の
受
験
者
i

新
進
作
家
の
文
壇
観
を
読
ん
で
生
田
長
江

却

O
薬
局
生
の
初
恋
正
木
不
如
丘
[
以
下
日
月
ロ
日
ま
で
。
小
説
〕

q時事新幸弘文芸樹の研究

[
以
下
初

大
正
同
年
刊
月

1
0国
字
の
再
論
高
木
健
夫
[
評
論
〕

新
戯
曲
の
方
法
(
山
序
回
君
の
戯
曲
集
を
評
す
)

14 

nHU--。

ワ
ム
「
rト

評
論
]

日
月
5
日
。
評
論
〕

関
口
次
郎

〔
以
下
7
臼
ま
で
。
評
論
。
岸
田
国
土
戯
曲
集
]

6 



雄

。
現
在
の
露
西
亜
婦
人
生
活
の
印
象
片
上
伸
(
槌
筆
〕

7

東
洋
の
古
美
術
i

展
覧
会
に
就
て
武
者
小
路
実
篤
[
以
下
8
B
。
評
論
]

十
一
月
創
作
御
案
内
i
酷
評
ご
め
ん
井
汲
清
治
(
評
論
。
吉
田
弦
二
郎
「
父
と
母
と
の
墓
」
、
佐
々
木
味
津
一
一
一

灰
皿
(
記
事
。
河
井
酔
若
〕

8

ベ
ル
リ
ン
の
芝
居
稲
毛
祖
風
[
以
下
山
、
日
目
。
評
論
。
演
劇
〕

。
河
井
酔
若
氏
五
十
年
祝
賀
[
記
事
]

9
0
『
佳
人
之
奇
遇
』
を
読
む
下
田
将
美
(
書
評
]

日
演
劇
時
評
水
木
京
太
〔
評
論
〕

日
O
結
局
声
の
慶
ら
し
損
j

新
築
原
稿
た
〉
き
売
り
[
記
事
〕

灰
皿
〔
記
事
。
堀
口
大
学
]

ロ
文
芸
新
主
義
の
興
亡
井
汲
清
治
(
以
下
日
臼
ま
で
。
評
論
]

十
一
月
創
作
御
案
内
l

酷
評
ご
め
ん
木
村
毅
(
評
論
。
谷
崎
潤
一
郎
っ
馬
の
糞
L
]

実
用
化
せ
る
美
術
l
可
志
和
会
の
作
品
を
見
る
川
路
柳
虹
[
評
論
〕

。
旅
の
彫
刻
蹄
と
一
」
リ
法
師
新
井
紀
一
[
以
下
お
呂
ま
で
。
童
話
〕

O
北
京
漫
記
高
木
健
夫
[
以
下
旬
日
ま
で
。
随
筆
〕

日
十
一
月
創
作
御
案
内
1

酷
評
ご
め
ん
青
野
季
吉
(
評
論
。
斎
藤
茂
吉
「
八
十
吉
ヘ
池
谷
信
三
郎
「
ま
い
と
ん
」
、
締
野
菊
、
稲
垣
足

穂
、
萩
原
朔
太
郎
、
片
岡
鍛
兵
〕

灰
血
[
記
事
。
小
牧
近
江
〕

日
凶
作
家
の
観
た
現
代
の
挿
画
家
三
上
於
菟
士
口
[
評
論
]

文
士
と
語
学
大
方
源
吾
(
以
下
回
、
問
、
加
、

n、
お
(
}
幻
、
四
月
2
1
4
、
8
、
刊
、

v
m
f
}
日
日
。
随
筆
〕

日
作
品
と
作
者
i

若
き
人
々
の
為
に
回
出
花
袋
〔
以
下
口
、
四
日
。
評
論
]

問
。
進
化
論
と
階
級
儲
争

1
「
生
物
突
変
説
』
(
ド
、
フ
リ
ー
ズ
著
横
田
千
一
冗
訳
)
堺
利
彦

口
晩
秋
の
京
上
東
三
本
木
か
ら
正
宗
得
一
一
一
郎
〔
以
下
山
口
、
初
日
。
随
筆
]

酷
評
の
話
開
国
三
郎
(
評
論
。
萩
原
朔
太
郎
「
非
論
理
的
性
格
の
悲
哀
」
〕

灰
盟
[
記
事
。
近
松
秋
江
〕

15 

一
の
秋
ム

輝内池

〔
書
評
]

120 

18 
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佐
藤
春
夫

(
以
下
目
白
ま
で
。
随
筆
〕

119 

五
口
が
新
居
の
事
訪
問
来
過
諸
客
必
読

蔚
辛
〔
投
醤
。
「
女
性
」
ロ
月
号
]

小
説
と
音
楽
藤
浦
洗
〔
評
論
〕

文
壊
の
党
派
的
傾
向
上
司
小
剣
[
以
下
お
日
。
評
論
〕

灰
皿
[
記
事
西
線
八
十
〕

※
童
話
ふ
ん
ば
り
土
橋
元
島
英
三
〔
童
話
]

※
微
笑
詩
桜
郎
(
詩
二
編
〕

お
ヘ
ル
ン
先
生
戸
川
秋
骨
(
以
下
初
日
ま
で
。
随
筆
〕

文
士
縞
慢
金
子
光
晴
(
評
論
。
佐
藤
春
夫
「
吾
、
が
新
居
の
事
」
〕

唐
辛
〔
投
書
。
菊
池
寛
]

幻

O
王
様
の
見
た
夢
伏
見
茂
雄
(
以
下
ロ
月
9
B
ま
で
口
童
話
〕

お
十
二
月
創
作
案
内
A

駄
作
佳
作
新
居
格
〔
評
論
。
久
保
田
寓
太
郎
「
し
ぐ
れ
」
、
水
上
瀧
太
郎
「
果
樹
」
、
悦
田
喜
和
雄
「
悲
し
き

願
ひ
」
、
木
下
杢
太
郎
寸
安
土
城
記
L

、
豊
嶋
輿
志
雄
「
不
肖
の
兄
」
]

詩
人
正
直

1
金
子
光
晴
君
に
賢
ひ
言
葉
佐
藤
春
夫
〔
評
論
。
「
文
士
麟
慢
」
〕

灰
皿
[
記
事
。
泉
鏡
花
〕

十
二
月
創
作
案
内
8

老
醜

16 

『時事新報占文芸欄の研究

29 

平
林
初
之
輔

〔
評
論
。
正
宗
白
鳥
「
老
醜
」
、
酒
井
不
木
「
痴
人
の
復
雑
菌
」
〕

大
正
日
年
口
月

1

ハ
ア
デ
イ
論
シ
エ
ラ
ア
ド
・
ヴ
ア
イ
ア
ン
ス
[
以
下
工
臼
ま
で
。
評
論
]

十
二
月
創
作
案
内
佳
作
五
人
鷹
野
つ
ぎ
〔
評
論
。
正
宗
白
鳥
「
老
醜
」
、
豊
嶋
輿
志
雄
「
不
肖
の
兄
」
、
水
上
瀧
太
郎
「
果
樹
」
、

悦
田
喜
和
雄
「
悲
し
き
願
ひ
」
、
小
川
未
明
「
K
の
右
手
」
]

。
キ
ネ
ク
ラ
ブ
戯
談
正
問
容
(
以
下
日
日
ま
で
。
小
説
]

幕
開
劇
(
築
地
の
ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
感
想
)
金
子
洋
文
[
評
論
〕

十
二
月
創
作
案
内

D
!大
谷
刑
部
村
松
正
俊
〔
評
論
。
吉
田
弦
二
郎
〕

一
月
創
作
案
内
E

駄
評
失
敬
小
牧
近
江
〔
評
論
。
田
代
倫
「
第
三
の
太
陽
」
他
〕

2 3 



雄

英
国
現
代
の
批
評
家
佐
藤
清
[
以
下
5
日
。
評
論
〕

芝
居
く
さ
れ
縁
藤
沢
清
造
〔
以
下
6
日
ま
で
白
随
筆
〕

灰
皿
[
記
事
〕

読
書
顧
問
高
畠
氏
の
全
訳
『
資
本
論
』
安
部
磯
雄
[
以
下
6
目
。
書
評
〕

生
誕
五
十
年
祝
賀
の
金
子
蕪
園
氏
(
記
事
〕

危
篤
を
伝
へ
ら
れ
る
英
国
文
豪
キ
プ
リ
ン
グ
(
記
事
〕

本
年
の
傑
作
は
?
島
村
民
蔵
・
新
居
格
・
松
居
松
翁
(
ア
ン
ケ

i
ト
]

O
演
劇
異
風
印
象
記
三
上
船
菟
吉
(
評
論
〕

8

夏
目
激
石
と
私
中
村
武
羅
夫
(
以
下
日
日
ま
で
。
評
論
]

本
年
の
傑
作
は
?
生
団
長
江
・
長
沼
重
隆
・
今
東
光
[
ア
ン
ケ
ー
ト
]

こ
と
ほ
ぎ
歌
皇
孫
御
降
誕
向
田
邦
子
[
短
歌
四
首
〕

9

唐
辛
[
投
書
。
葛
西
善
蔵
〕

日
一
茶
と
童
心
句
藤
田
健
次
〔
以
下
回
日
。
評
論
〕

。
悪
い
癖
の
少
年
山
崎
亨
〔
以
下
日
日
ま
で
。
童
話
〕

ロ
文
士
の
遺
跡

i
文
学
堂
建
設
に
つ
い
て
波
多
野
承
五
郎

。
お
宮
様
正
木
不
如
丘
(
以
下
連
載
。
小
説
〕

日
O
鏡
花
先
生
ラ
ジ
オ
を
語
る
思
出
の
ま
〉
に
(
談
話
]

。
市
人
細
田
源
士
口
作
高
畠
華
宵
画
(
以
下
連
載
〕

口
党
派
の
力
と
他
人
の
力
i

天
才
か
党
派
か
徳
田
秋
声

紅
蓮
洞
の
死
〔
記
事
]

灰
皿
(
記
事
]

。
鐘
と
悪
魔
ヨ
ハ
ン
ア
ア
プ
リ
シ
ウ
ス
上
回
議
四
部

出
歳
未
遺
族
訪
問
よ
石
野
泡
鳴
和
井
洞
[
記
事
]

川
口
愚
劣
な
分
裂
運
動
i

天
才
か
党
派
か
前
田
河
鹿
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